
今月の掲載記事
令和元年度「えびの市心のふるさと寄附金」寄附状況
生活のことで不安や困りごとはないですか？
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くらしを支える税金
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普通税

目的税直接税 間接税

収入に課税 財産に課税 消費にかかるもの 流通にかかるもの

国税 所得税、法人税 相続税、贈与税 消費税、酒税、たば
こ税など 関税、印紙税 揮発油税など

地
方
税

道府県税 道府県民税、事業税 自動車税（種別割） 道府県たばこ税、ゴ
ルフ場利用税など 不動産取得税 狩猟税など

市町村税 市町村民税 固定資産税、軽自動
車税（種別割） 市町村たばこ税 なし 入湯税、国民健康保険税な

ど

▶ （表）税金の種類

▶ （グラフ）市民1人当たりの市税104,782円の使い道

民生費……福祉サービスの提供
など
総務費……市民協働や市有財産
の管理など
農林水産業費……農林業の振興
など
土木費……道路・橋の建設など
衛生費……保健・医療や環境対
策
教育費……教育の充実
公債費……借入金の返済
商工費……観光の振興・企業誘
致など
消防費……消防・防災対策
その他……議会費、災害復旧費、
予備費、労働費

民生費
34,788円

（33.2%）

総務費
16,765円

（16.0%）
農林水産業費

10,897円
（10.4%）

土木費
9,116円

（8.7%）

衛生費
8,383円

（8.0%）

教育費
8,173円

（7.8%）

公債費　5,763円 （5.5%）

その他　2,724円 （2.6%）
消防費　2,829円 （2.7%）
商工費　5,344円 （5.1%）

※道府県民税と市町村民税の総称を「住民税」と言う。

税
金
は
会
費
の
よ
う
な
も
の

　

私
た
ち
が
普
段
納
め
て
い
る
税
金
。
税

金
は
、
私
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
生
活
を

送
る
た
め
に
、
社
会
保
障
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
金

は
共
同
で
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
会
費

の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
会
費
を
み
ん
な

で
公
平
に
負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

税
金
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
私
た
ち
の

身
の
回
り
に
は
、
所
得
税
や
消
費
税
、
市
・

県
民
税
な
ど
約
50
種
類
の
税
金
が
あ
り
ま

す
。
納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
国
、
県
、
市

の
予
算
に
組
み
込
ま
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。
税
金
は
そ
れ
ぞ
れ
納
め
る
方
法

や
課
税
対
象
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
ひ
と

つ
の
大
き
な
分
け
方
と
し
て
は
、
国
に
納

め
る
「
国
税
」
と
地
方
公
共
団
体
に
納
め

る「
地
方
税
」（
都
道
府
県
税
と
市
町
村
税
）

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
税
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
と
実
際
に
納
税
す

る
人
が
同
じ
「
直
接
税
」、
納
税
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
か
ら
商
店
な
ど
が
い
っ

た
ん
預
か
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
、
最
終

的
に
商
店
な
ど
が
納
税
す
る
「
間
接
税
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
決
め
ら
れ

た
目
的
の
み
に
活
用
さ
れ
る
「
目
的
税
」

も
あ
り
ま
す
。（
3
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

負
担
は
だ
れ
も
が
公
平
に

　

税
金
は
、
支
払
能
力
（
担
税
力
）
に
応

じ
て
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
そ
こ

で
、
所
得
税
な
ど
で
は
、
所
得
の
多
い
人

ほ
ど
税
率
が
高
く
な
る
「
累
進
課
税
」
と

い
う
方
法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
累
進

課
税
に
は
、
所
得
の
多
い
人
に
は
大
き
い

負
担
を
、
所
得
の
少
な
い
人
に
は
小
さ
い

負
担
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
税
金
を
納
め

た
後
の
所
得
差
を
小
さ
く
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
公
平
な

負
担
に
な
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市
税
の
使
い
道

　

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
市
税
を
、
市
民

1
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
10
万
４

７
８
２
円
と
な
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

こ
れ
に
対
し
、
市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
は
、
市
民
1
人
当
た
り
約
73
万

３
９
３
８
円
と
な
り
ま
す
。
約
14
％
が
市

税
で
賄
わ
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
※
1

人
当
た
り
の
金
額
は
、
令
和
2
年
度
市
税

当
初
予
算
額
（
19
億
８
８
０
２
万
6
０
０

０
円
）
と
一
般
会
計
当
初
予
算
（
１
3
９

億
２
５
０
０
万
円
）
を
、
人
口
1
万
８
９

７
３
人
（
令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
）
で

割
っ
て
算
出
。

くらしを
支える
税  金

私たちのくらしを支えている税金。納めている
税金が何に使われているか知っていますか？今
回は、税金にはどんな種類があってどのように
使われているのか、税金を納めなかった場合ど
んなことが起こるのかについて紹介します。
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滞
納
処
分
を
強
化

　

令
和
元
年
度
の
市
税
の
収
納
率
は
、

98
・
60
％
（
現
年
度
課
税
分
）
で
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
、
94
・

99
％
（
現
年
度
課
税
分
）
で
し
た
。

　

税
の
滞
納
は
、
単
に
そ
の
滞
納
額
が
市

の
財
源
か
ら
失
わ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
滞
納
が
発
生
す
る
と
、
貴
重
な
税

金
を
、
督
促
状
の
送
付
な
ど
の
本
来
使
わ

な
く
て
よ
い
経
費
に
使
う
こ
と
に
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
不
利
益
に
な
り

ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
法
律
に
従
っ
て
自

分
が
払
う
べ
き
税
金
に
つ
い
て
理
解
し
、

納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
多
く
の

人
と
の
公
平
性
が
、
滞
納
に
よ
っ
て
損
な

わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ

り
な
が
ら
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
を
納

付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
滞
納
額
の

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
滞
納
処
分
（
差
押

え
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
も
預
貯
金
・
給
与
の
差
押

え
の
ほ
か
、
捜
索
で
動
産
（
家
財
等
）
の

差
押
え
を
行
い
ま
し
た
。
差
し
押
さ
え
た

動
産
等
は
公
売
を
行
い
、
公
売
で
得
た
売

却
代
金
を
滞
納
税
へ
充
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
県
・
小
林
市
・
高
原
町
・
え

び
の
市
で
相
互
併
任
協
定
を
結
び
、
合

同
で
滞
納
処
分
に
取
り
組
み
ま
す
。
令

和
元
年
12
月
14
日
に
は
合
同
で
「
に

し
も
ろ
公
売
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

財
産
の
調
査
や
捜
索
な
ど
は
、
法
律
の

規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
裁
判

所
の
令
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
に
は
延
滞
金

　

税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場

合
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し

ま
す
。
延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

た
人
と
の
公
平
を
図
る
た
め
、
必
ず
納
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
延
滞
金
の
割
合
は
、

銀
行
な
ど
の
預
金
金
利
よ
り
は
る
か
に
高

い
率
で
す
。

　

２
０
２
０
年
の
延
滞
金
の
割
合
は
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
1
カ
月
を
経
過
す
る
ま

で
は
、
1
日
当
た
り
2
・
6
％
、
経
過
し

た
後
は
8
・
9
％
で
す
。

滞
納
を
な
く
す
取
り
組
み

　

市
税
等
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
市

は
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
口
座

振
替
は
指
定
金
融
機
関
・
郵
便
局
で
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
登
録
す
る

と
自
動
で
引
き
落
と
し
が
で
き
る
た
め
、

納
め
忘
れ
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
毎
月

の
給
与
を
従
業
員
に
支
払
う
際
に
、
給
与

か
ら
天
引
き
し
、
ま
と
め
て
納
入
す
る
特

別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市

内
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
が
特
別
徴
収
を

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ ～こんな話をよく聞きます～

Q 納期限日を過ぎて納付したため、延滞金が加算されました。延滞金を納付しなければならないのですか？

税金は、納期限内納付が原則です。納期限内に納付している人との公平性を保つため、延滞金を納付してもらい
ます。なお、延滞金を納付しない場合も滞納処分（財産差押え）の対象となります。

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、租
税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
・

理
解
を
得
る
た
め
に
、
小
・
中
学
校
や
高

等
学
校
で
租
税
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

租
税
教
室
で
は
、
税
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

鑑
賞
す
る
な
ど
、
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て

の
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納

期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
納
期
限
内
に
市
税
務
課
収
納
対
策
室
、

ま
た
は
市
健
康
保
険
課
賦
課
徴
収
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
の
聞
き
取

り
を
含
め
、
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
に

つ
い
て
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
申
し
出
が
事
実
と
異
な
る
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
や
、
納
付
計
画
が
守
ら
れ

な
い
な
ど
の
場
合
は
滞
納
処
分
を
行
い
ま

す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
絶
対
に
そ
の
ま

ま
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
市
税
務
課 

収
納
対
策
室

☎
35
‐
３
７
３
7（
直
通
）

問
市
健
康
保
険
課 

賦
課
徴
収
係

☎
35
‐
３
７
４
３（
直
通
）

12 月 14 日に行われたにしもろ公売会の様子

A

差
押
え
に
令
状
は
不
要

　

税
を
滞
納
し
た
場
合
、
市
は
法
律
に

従
っ
て
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
税

が
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
財
産
を
差

し
押
さ
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
財
産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
、
給
与
、
売
掛
金
、
動
産
な
ど
）

の
調
査
や
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
調
査
は
勤
務
先
や

取
引
先
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
と
納
付
書（
口
座
振
替
の
場

合
は
納
税
通
知
書
の
み
）を
発
送
し
ま
す
。

▼
納
税
通
知
書
発
送

納
期
限
経
過
後
に
「
督
促
状
」
を
送
付
し

ま
す
。

▼
督
促
状
発
送

勤
務
先
・
金
融
機
関
・
生
命
保
険
会
社
・

取
り
引
き
先
な
ど
へ
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
等
へ
財
産
調
査
の
た
め
、
強

制
的
に
捜
索
を
行
い
ま
す
。

▼
財
産
調
査

財
産（
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
不
動
産
・

給
与
・
売
掛
金
・
動
産
な
ど
）を
差
し
押

さ
え
ま
す
。

▼
差
押
え

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
な
ど
で
売
却

し
て
得
た
代
金
や
、
差
し
押
さ
え
た
預
貯

金
・
給
与
を
税
金
に
充
て
ま
す
。

▼
換
価
・
配
当

■
滞
納
処
分
の
流
れ

　地方税法等の改正に伴い、新型コロナウイルスの影響により事業等に係る収入に相当の減少があった人は、1 年

間、地方税の徴収の猶予を受けることができる特例が設けられました。担保の提供は不要で、猶予された期間は

延滞金がかかりません。

▶新型コロナウイルスの影響により納税が困難な人に徴収猶予の特例制度が適用されます

次の（1）・（2）いずれも満たす納税者・特別徴収義務者

（1）新型コロナウイルスの影響により、令和 2 年 2 月以降の任意の期間（1 カ月以上）において、事業等に係る

収入が前年同期に比べておおむね 20％以上減少していること

（2）一時に納税を行うことが困難であること

〉〉対象となる人

令和 2 年 2 月 1 日から令和 3 年 1 月 31 日までに納期限が到来する市県民税や固定資産税など、すべての市税が

対象となります。

※これらのうち、すでに納期限が過ぎている市税についても、さかのぼってこの特例を利用することができます。

〉〉対象となる税金

関係法令の施行から２カ月後（6 月 30 日）、または各税目の納期限のいずれか遅い日までに申請が必要です。

申請書や「収入や現預金がわかる資料」の提出が必要ですが、提出が難しい場合はご相談ください。

※「収入や現預金がわかる資料」とは、売上帳や現金出納帳、給与明細、預金通帳のコピーなどが該当します。

〉〉申請手続等

詳しくは、市税務課収納対策室（☎ 35-3737）または市健康保険課賦課徴収係（☎ 35-3743）にお問い合わせください。

Q 何の連絡もなく、一方的に財産を差し押さえられました。こんなことが許されるのですか？

市税を滞納すると、地方税法に基づき督促状を発送します。この地方税法では、「督促状を発した日から起算し
て 10 日を経過した日までに完納しないときは、財産を差し押さえなければならない」と定められています。納
付も相談もない場合は、納期限内に納付している人との公平性を保つため、厳正に対応しています。

A
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え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
や
、
市
の
発
展
を
願

う
思
い
を
持
つ
人
か
ら
の
寄
附
を
通
じ
て
、

市
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
の
贈
呈
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

寄
附
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
専
用

サ
イ
ト
の
拡
充
を
行
い
、
令
和
元
年
度
は
、

4
億
7
3
4
1
万
4
0
0
0
円
の
寄
附

■令和元年度事業別寄附件数と金額

■令和元年度に寄附金を活用した事業（3 月 31 日現在）

事業の種類 件数 金額
地域福祉の充実などに関する事業 5,297 件 108,812,000 円
自然環境の保全などに関する事業 2,606 件 56,331,000 円
伝統文化の保存などに関する事業 622 件 12,884,000 円
その他市長が必要と認める事業 11,932 件 295,387,000 円

合計 20,457 件 473,414,000 円

事業名 活用金額
介護人材確保推進事業 1,000,000 円
地域支援事業 400,000 円
老人福祉事業 3,900,000 円
高齢者生きがい対策事業 1,900,000 円
老人福祉センター運営事業 5,100,000 円
子ども・子育て支援事業 15,500,000 円
教育・保育施設管理運営事業 46,900,000 円
環境事業 700,000 円
し尿処理事業 23,600,000 円
えびの高原・川内川補助事業 1,000,000 円
市有林管理事業 4,900,000 円
農業用施設維持事業 14,000,000 円
森林環境支援事業 1,000,000 円
水辺の楽校管理事業 600,000 円
湯田地区河川公園管理事業 1,900,000 円
田の神さあの里産業文化祭事業 2,900,000 円
文化振興事業 1,300,000 円
文化財保護管理事業 1,700,000 円
歴史民俗資料館運営事業 5,400,000 円
地方創生人材支援事業 2,300,000 円
移住・定住推進事業 7,800,000 円
地域公共交通対策事業 8,700,000 円
国際交流推進事業 15,300,000 円
地域医療対策事業 2,200,000 円
妊婦健康診査等事業 15,400,000 円
担い手対策推進事業 6,700,000 円
新規就農総合支援事業 9,600,000 円
商工振興事業 26,000,000 円
企業立地対策事業 22,500,000 円
観光振興事業 16,000,000 円
スポーツツーリズム推進事業 10,000,000 円
道路補修事業 38,000,000 円
30 人学級事業 61,007,000 円
一貫教育推進事業 23,700,000 円
飯野高等学校支援事業 13,400,000 円
図書館管理運営事業 37,000,000 円
硫黄山対策事業 693,000 円
合計 450,000,000 円

ふ
る
さ
と
へ
の
温
か
い
思
い
に
感
謝

令
和
元
年
度
「
え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
寄
附
状
況

を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

寄
附
は
「
心
の
ふ
る
さ
と
基
金
」
に
積
み

立
て
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

返
礼
品
の
充
実

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
え
び
の
市

を
応
援
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
が
る
返
礼
品
の
内
容
の
検
討
・

追
加
を
行
い
、
特
色
の
あ
る
魅
力
的
な
返

礼
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
返
礼
品
と
し
て
贈
呈
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
事
業
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
力
で
き
る
事
業

者
は
、
市
企
画
課
定
住
対
策
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

寄
附
金
は
寄
附
者
が
賛
同
い
た
だ
け
る

事
業
に
翌
年
度
以
降
活
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
次
の
事
業
な
ど
に
活
用

し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
充
実
な
ど
に
関
す
る
事
業
　

■
地
域
支
援
事
業

　

住
民
同
士
の
交
流
お
よ
び
元
気
な
か
ら

だ
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
百
歳
体
操
」

を
実
施
し
て
い
る
自
治
会
に
対
し
、
必
要

な
備
品
の
貸
与
に
活
用
し
ま
し
た
。
多
く

の
高
齢
者
が
参
加
し
、
体
力
ア
ッ
プ
や
認

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が

　
　
　
　
　
え
び
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

知
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
病
気
の
回
復
期
で
集
団
保

育
が
困
難
な
子
ど
も
を
、
仕
事
を
休
め
な

い
親
に
代
わ
っ
て
、
保
育
士
や
看
護
師
が

預
か
る
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
の
疾
病
等
の
治
療
を
容
易
に
し
、

福
祉
向
上
と
健
全
な
発
育
を
促
進
す
る
た

め
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
・
生
徒

の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
に
活

用
し
ま
し
た
。

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
事
業

■
市
有
林
管
理
事
業

　

9
7
3
ha
の
市
有
林
を
対
象
に
、
境
界

や
森
林
保
険
の
加
入
、
車
両
の
安
全
通
行

を
確
保
す
る
た
め
の
作
業
路
整
備
な
ど
、

適
切
な
財
産
管
理
を
行
う
た
め
に
活
用
し

ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
保
存
な
ど
に
関
す
る
事
業

■
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営
事
業

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
歴
史
民
俗
資
料
館

の
管
理
・
運
営
を
行
う
ほ
か
、
重
要
文
化

財
等
の
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る
収
蔵
庫
の

空
調
設
備
を
改
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
展

示
支
持
台
の
作
製
を
行
う
こ
と
で
、
各
種

企
画
展
の
開
催
、
世
代
に
応
じ
た
体
験
学

習
や
歴
史
講
座
な
ど
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
取
り
組
む
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

■
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

　

高
齢
者
や
学
生
な
ど
の
交
通
の
利
便
性

向
上
の
た
め
に
活
用
し
ま
し
た
。
宮
交
バ

ス
路
線
の
高
齢
者
用
定
期
券
「
悠
々
パ

ス
」
購
入
費
の
半
額
助
成
や
交
通
空
白
地

の
人
の
移
動
支
援
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
料

金
の
約
3
割
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
観
光
列
車
の
誘
致
や
J
R
吉
都
線
・

肥
薩
線
、
宮
交
バ
ス
路
線
な
ど
の
必
要
不

可
欠
な
公
共
交
通
機
関
の
維
持
と
、
利
用

促
進
に
む
け
た
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

■
飯
野
高
等
学
校
支
援
事
業

　

近
年
の
少
子
化
の
影
響
で
定
員
に
満
た

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
飯
野
高
等
学
校

の
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
存
続
運
動
や
支

援
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。
奨
学
金
や
通

学
支
援
金
の
給
付
、
公
営
塾
の
設
置
な
ど
、

積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
に
寄
与
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課 

定
住
対
策
係

☎
35
‐
3
7
1
3
（
直
通
）

地域支援事業（百歳体操）に活用しました

歴史民俗資料館の運営に活用しました

飯野高等学校支援事業（公営塾）に活用しました

・子どものころに住んでいました。今でも心のふるさとです。
・自然豊かな町並みをいつまでも、大切にしてください。応援しています。
・地域活性化に向けて頑張ってください！
・旅行で行きました。空気のきれいな所で、人の温かさに触れられ感動しました。
・おいしい食材と温泉が豊富なのが良いですね。夜空も最高です。
・自然環境の保全に少しでも役に立てればと思います。
・えびの市の農業がこれからも繁栄しますように！
・美しい自然がとても魅力的な所ですね。ぜひとも行ってみたいです。
・今回のふるさと納税をきっかけに興味を持ち、魅力を感じました。

◯寄付者からのメッセージ（一部抜粋）
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生
活
の
こ
と
で
不
安
や

　
困
り
ご
と
は
な
い
で
す
か
？

　

市
で
は
、
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご

と
を
抱
え
て
い
る
人
の
支
援
を
行
う
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
総
合
的
な
窓
口
と
し

て
「
え
び
の
市
生
活
・
仕
事
支
援
室
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
え
び
の
市
生
活
・
仕

事
支
援
室
で
は
、
一
人
一
人
の
状
況
に
合

わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
他
の
専
門
機
関
と
連
携
し
て
解

決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
住
居
確
保
給
付
金

　

住
居
確
保
給
付
金
は
、
就
職
に
向
け
た

活
動
を
す
る
な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間
、

家
賃
相
当
額
を
市
か
ら
家
主
に
支
給
す
る

も
の
で
す
。
4
月
20
日
か
ら
対
象
者
の
条

件
が
広
が
り
、「
休
業
等
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
、
離
職
等
と
同
程
度
の
状
況
に
あ

る
人
」
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
左
ペ
ー
ジ
「
◎
住
宅
確
保

給
付
金
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
自
立
相
談
支
援

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い

る
場
合
は
、
支
援
員
が
相
談
を
受
け
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
相
談
者
と

一
緒
に
考
え
、
具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
就
労
準
備
支
援

　

す
ぐ
に
就
労
が
困
難
な
人
に
、
市
内
事

業
所
の
協
力
に
よ
る
就
業
体
験
で
一
般
就

労
に
向
け
た
基
礎
能
力
を
養
う
た
め
の
支

援
や
、
就
労
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

○
今
ま
で
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

働
け
る
か
不
安
で
あ
る

○
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
長
年
経
っ
た
の
で
、

仕
事
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
で
あ
る

○
仕
事
を
し
た
い
が
、
朝
起
き
て
か
ら
生

活
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
の
に
不
安
で
あ
る

と
い
っ
た
悩
み
な
ど
が
あ
る
人
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
家
計
改
善
支
援

　

家
計
状
況
を
「
見
え
る
化
」
し
、
根
本

的
な
課
題
を
見
つ
け
、
相
談
者
が
自
分
で

家
計
を
管
理
で
き
る
よ
う
に
早
期
の
生
活

再
生
を
支
援
し
ま
す
。

■
緊
急
食
料
支
援

　

緊
急
に
食
料
等
を
必
要
と
す
る
人
に
当

分
の
間
の
食
料
等
を
提
供
し
ま
す
。

10

0
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70

60

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

◎過去3年間の相談件数（新規相談のみ）

57 件
65 件 65 件

平成 28 年度

平成 29 年度

平成 30 年度

◎相談者への対応内容

■ 就労支援　■ 生活相談（他機関へつなぐ）　■ 相談のみ

28 件 16 件 13 件

35 件 11 件 19 件

37 件 21 件 7 件

令和元年度

60 件

令和元年度 43 件 7 件 10 件

■問い合わせ・相談窓口

不安や困りごとがある人は、お気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守します。

市生活・仕事支援室（市役所本庁 2 階）

☎ 35-3741（直通）

［相談日］月曜～金曜（祝日を除く）　　［相談時間］午前 9 時～午後 4 時

◎住居確保給付金について
　住居確保給付金とは、離職などで経済的に困っており、住居を失った人、または失うおそれのある人に、就労に
向けた活動を行うことを条件に、一時的に住居確保給付金を支給することで、安定した住居の確保と就労による自
立を図る制度です。※ 4 月 30 日から、求職要件が緩和されました。

　新型コロナウイルスの感染拡大等の状況を踏まえ、4 月 20 日から支給要件を拡大し、離職や廃業には至っていな
いけれども、給与等が減少し住居を失うおそれが生じている人も対象となります。
　一定期間住宅費（賃貸住宅の家賃）を家主に代理納付するとともに、えびの市生活・仕事支援室で求職活動の支
援を行います。

◯主な給付要件チェックリスト

　　　離職・廃業をした日から 2 年以内、またはやむを得ない休業等により収入を得る機会が減少している

　　　資産が一定額以内、かつ、収入基準額を超える収入を得ていない

　　　【えびの市の収入基準額】

単身世帯 2 人世帯 3 ～ 5 人世帯

収入基準額 78,000 円 115,000 円 140,000 円

支給家賃額（上限額） 29,000 円 35,000 円 38,000 円

　　　※ 6 人以上世帯はお問い合わせください。

　　　上記の状態になる前に、世帯生計を主として維持していた

　すべての項目にチェック ☑ がついた人は、住居確保給付金の受給資格を満たす可能性が高いため、えびの市生活・
仕事支援室にご相談ください。

●
相
談
事
例

　

え
び
の
市
生
活
・
仕
事
支
援
室
で
受
け

て
い
る
相
談
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
事
例
①
：
自
立
相
談
支
援
】

［
相
談
内
容
］
仕
事
を
見
つ
け
た
い

［
支
援
内
容
］
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
同
行
支

援
→
就
労
開
始
・
定
着

【
事
例
②
：
自
立
相
談
支
援
】

［
相
談
内
容
］
病
気
等
に
よ
り
会
社
を
退

社
し
た
が
、
新
た
に
仕
事
を
始
め
た
い

［
支
援
内
容
］
障
害
者
手
帳
等
の
申
請
手

続
き
の
支
援
→
障
害
者
手
帳
等
の
取
得
→

仕
事
の
紹
介
な
ど
の
自
立
に
向
け
た
支
援

【
事
例
③
：
自
立
相
談
支
援
】

［
相
談
内
容
］
親
の
介
護
が
必
要
に
な
り
、

仕
事
を
辞
め
て
帰
郷
し
た
た
め
、
介
護
を

し
な
が
ら
で
き
る
仕
事
を
探
し
て
い
る

［
支
援
内
容
］
親
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
向
け
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て
支
援

→
仕
事
の
紹
介
→
就
労
開
始
・
定
着

【
事
例
④
：
就
労
準
備
支
援
事
業
】

［
相
談
内
容
］
仕
事
に
就
き
た
い
が
、
長

年
仕
事
を
し
て
い
な
い
た
め
、
で
き
る
か

ど
う
か
不
安

［
支
援
内
容
］
市
内
の
協
力
事
業
所
で
職

業
体
験
を
行
い
、
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を

支
援
→
一
般
就
労
へ
向
け
て
仕
事
の
紹
介

→
就
労
開
始
・
定
着



防
　
衛

問

防
衛
事
業
費
を
公
表
し
ま
す

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係
　
☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

協
　
働

問

ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
の
活
動
実
績

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
に

な
っ
て
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付

す
る
「
ぷ
ら
い
ど
21
市
民
団
体
活
動
助

＊令和元年度ぷらいど 21 助成金交付団体（市民団体）活動実績
団体名 活動実績

京町温泉みなほ会

30 人で色浴衣撮影イベント「浴衣で彩るえびのの街」第 3 弾
を実施し、えびのに住む人もそうでない人も、写真などで見
たことはあっても、実際行ったことがないという場所に足を
運び、えびのの魅力に触れることができました。また、国道
沿い交差点のイベント写真を張り替えたことで、シャッター
で寂しかった交差点が明るくなり、温泉地に来たという雰囲
気作りやえびのに住む人からの応援にもつながりました。

えびの市島津義弘公
顕彰会

道の駅えびので「義弘公祭り」を開催し、島津義弘公にまつ
わる郷土芸能や空手演舞など、義弘公とのつながりの説明を
加えながら披露しました。島津義弘公とえびの市を発信する
ために、祭り会場で義弘公の紹介文を記したチラシや顕彰会
加入チラシなどを配布しました。銅像の人物について尋ねる
人もいて、島津義弘公と当市とのつながりがこの祭りにより
少し広まったと感じました。

APE えびの

本年度は、10 プロジェクトのサポート実践をすることができ
ました。特に、八幡丘公園を活用したプレーパークプロジェ
クトや JR 吉都線活性化プロジェクト、子育て支援プロジェ
クト「NOGIKU」は、市民、市内各団体・事業者を巻き込んだ、
地域にインパクトをもたらしたものとなり、次年度以降も継
続させていく今後のモデルともなり得るものとなりました。

JR 吉都線活性化プロジェクトをサポート（APE えびの） 市内各地で色浴衣を着て写真撮影（京町温泉みなほ会）

成
金
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
ソ
フ
ト
事
業
（
ま

ち
づ
く
り
活
動
）
3
団
体
が
助
成
金
の

交
付
を
受
け
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
と
は
】

　

21
世
紀
を
迎
え
、
私
た
ち
市
民
が
市

内
に
あ
る
歴
史
や
文
化
、
産
業
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
予
算
で
定
め
る
額
を

上
限
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
行
う
市
民

団
体
に
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

※
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
民
協
働
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

義弘公祭りを開催（えびの市島津義弘公顕彰会）

広報 広報令和2年6月号 令和2年6月号11 10

事業名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 合　計

霧島演習場関連公共用施設（交
通施設：西長江浦演習場線）整備
事業

26,907 34,414 34,851 96,172

25,952 24,635 15,000 65,587

霧島演習場関連公共用施設（交
通施設：東西長江浦線）整備事業

22,240 18,318 18,791 59,349

22,200 15,000 15,000 52,200

霧島演習場関連公共用施設（教
育文化施設：市立真幸小プール）
整備事業

ー ー 27,829 27,829

ー ー 8,988 8,988

合　計
49,147 52,732 81,471 183,350

48,152 39,635 38,988 126,775

◎特定防衛施設周辺整備調整交付金事業

※上段数字は事業費、下段数字は補助額を記載。

■交付された補助金・交付金内訳

事業名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 合計

霧島演習場周辺まちづくり支援

事業

（防災食育センター：建設工事）

1,491,310 ー 1,491,310

1,108,241 ー 1,108,241

霧島演習場等周辺改修工事（公

園）助成事業

（公園改修）

ー ー 10,258 10,258

ー ー 6,838 6,838

合　計
1,491,310 10,258 1,501,568

1,108,241 6,838 1,115,079

交付金の種類 平成29年度 平成30年度 令和元年度 合計

国有資産等所在市町村交付金 2,133 2,080 2,014 6,227

国有提供施設等所在市町村助成
交付金

9,091 8,700 8,369 26,160

合　計 11,224 10,780 10,383 32,387

（単位：千円）

（単位：千円）◎民生安定助成事業

※上段数字は事業費、下段数字は補助額を記載。

◎使途が制限されない交付金（自衛隊関係） （単位：千円）

※国有資産等所在市町村交付金とは、国や都道府県等地方公共団体が交付金を交
付する年度の前年3月31日現在で所有する固定資産のうち、使用の実態が民間所有
のものと類似しているものについて、地方税法で定める固定資産税の代わりに交
付される交付金です。
※国有提供施設等所在市町村助成交付金とは、米軍の施設や自衛隊が使用する施
設が所在する市町村へ財政上の影響等を考慮して、固定資産税の代替的なものと
して交付される交付金です。
※使途制限がないため、歳出予算の財源に充てています。

　

防
衛
施
設
周
辺
自
治
体
に
は
、「
防

衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
等

の
活
動
に
よ
り
生
じ
る
障
害
を
防
止
ま

た
は
軽
減
す
る
た
め
の
事
業
に
対
し
、

防
衛
省
等
か
ら
補
助
金
や
交
付
金
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
補

助
金
等
を
活
用
し
、
施
設
や
道
路
等
の

生
活
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
の
防
衛
事
業
費
を
公
表
し
ま
す
。



財
　
政

問

公
営
企
業
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

市
水
道
課 

経
営
管
理
係
　
☎
35
‐
1
1
1
3
（
課
直
通
）

　

え
び
の
市
の
公
営
企
業
（
水
道
事

業
・
病
院
事
業
）
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
毎
年
6
月
と
11
月
に
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら

令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で
（
令
和
元
年

度
下
半
期
）
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
四
捨
五
入
の
関
係
で
、
数
値
、
率
が

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

区　分 予算額 執　行　額 収入率％下半期 累　計
水道事業収益 344,468 186,897 347,162 100.8

営業収益 321,501 162,916 322,673 100.4
営業外収益 22,966 23,981 24,489 106.6
特別利益 1 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】
※収入の営業収益は、水道料金や手数料、水道加入金など。営業外収益は、長期前受金戻入など。

※支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、減価償却費など。営業外費用は、
企業債の償還利息。

（単位：千円）

区　分 予算額 執　行　額 収入率％下半期 累　計
病院事業収益 821,902 399,329 800,571 97.4
医業収益 631,115 301,198 611,203 96.8
医業外収益 190,786 98,131 189,368 99.3
特別利益 1 0 0 0.0

区　分 予算額 執　行　額 支出率％下半期 累　計
病院事業費用 942,826 476,435 844,280 89.5
医業費用 940,929 475,234 842,800 89.6
医業外費用 1,483 1,201 1,480 99.8
特別損失 1 0 0 0.0
予備費 413 0 0 0.0

【事業収入に関する事項】

【事業費用に関する事項】

※収入の医業収益は、診療報酬、手数料、他会計負担金など。医業外収益は、他会計補助金など。
特別利益は、固定資産売却益など。

※支出の医業費用は、給与費、材料費、経費、減価償却費など。医業外費用は、企業債の償還利
息など。特別損失は、固定資産売却損など。

（単位：千円）

（単位：千円）

◎水道業務量
令和元年 10 月１日～令和 2 年 3 月 31 日

［給水戸数］8,378 戸　　［給水人口］17,298 人　　［下半期給水量］948,375m3

［１日平均給水量］5,182m3　　［１人１日平均給水量］299.6㍑　　［普及率］91.2％

◎借入金残高 19 億 3,252 万円

（単位：千円）

区　分 予算額 執　行　額 支出率％下半期 累　計
水道事業費用 409,128 234,692 397,431 97.1
営業費用 374,900 215,357 366,047 97.6
営業外費用 29,178 16,012 28,024 96.0
特別損失 4,550 3,323 3,360 73.8
予備費 500 0 0 0.0

問
え
び
の
市
立
病
院 

　
　
　
☎
33
‐
1
0
2
3

◎病院業務量
令和元年 10 月１日～令和 2 年 3 月 31 日

［病床数］50 床　　［患者数（入院）］5,498 人　　［患者数（外来）］10,611 人
［１日平均入院患者数］30.1 人　　［１日平均外来患者数］89.3 人

◎借入金残高 1,245 万円

「個人情報取扱事務登録件数」とは、市の事務のうち個人情報を収集・管理・利用・提供する事務
について、個人情報取扱事務目録に登録している事務の件数をいいます。内訳は、市長部局 188 件、
教育委員会 47 件、農業委員会 18 件、選挙管理委員会 23 件、議会 3 件、監査委員 2 件、固定資
産評価審査委員会 2 件、公平委員会 1 件となっています。

アウトドアステーションえびの

アウトドアに関する情報などを提供しています

広報 広報令和2年6月号 令和2年6月号13 12

■水道事業

■病院事業

観
　
光

情
　
報

問 情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
を
公
表

市
総
務
課 

行
政
係
　
☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

　

4
月
1
日
か
ら
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の
」
の
指
定
管
理
者

が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
指
定
管
理

者
は
、
株
式
会
社
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ 

ｔ

ｈ
ｅ 

ｇ
ａ
ｐ
で
す
。
同
社
は
、
小
林

市
で
公
共
施
設
の
受
託
運
営
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴

い
、
同
施
設
の
内
装
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
実
施
さ
れ
、
5
月
11
日
か
ら
運
営

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
え
び
の
市
で
で
き
る

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関

す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
加
え

て
、ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
紹
介
や
展
示
、

販
売
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
店
内
に

は
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
自
由
に
使
え

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
誰
で
も
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
収
集
等

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
か
ら
始
ま
っ
た
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
も
引
き
続
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の

【
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
6
時

【
休
館
日
】
毎
月
第
3
火
曜
日
、
1
月

1
日
・
2
日

【
場
所
】
道
の
駅
え
び
の
敷
地
内

　

情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
市
は
、
毎
年
そ
の

運
用
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

＊公文書公開の実施状況

＊会議の公開の運営状況
令和元年度 平成 30 年度

会議の開催回数（ａ） 147 回 159 回
公開された会議の回数（ｂ） 113 回 127 回
非公開とされた会議の回数 34 回 32 回
傍聴者数（合計） 39 人 1 人
公開率（ｂ／ａ） 76.87％ 79.87％

＊個人情報保護制度の運用状況
開示請求 訂正等請求 不服申立て 目的外利用 外部提供

2 件 0 件 0 件 0 件 3 件

請求件数 全部公開 一部公開 非公開 不服申立て
87 件 45 件 38 件 4 件 0 件

個人情報取扱事務登録件数
（令和 2 年４月１日現在）

284 件

非公開（一部公開を含む）とされた会議は、個人情報に関する部分や審査・評価に関する事項に
ついての非公開としたものと会議開催の事前公表を行わなかった会議です。

「一部公開」については、公にすることにより、特定の個人や法人等の権利、利益を害すると認め
られる情報、事務や事業の適正な遂行に支障を及ぼすと認められる情報に該当するとして一部が
非公開とされたものです。「非公開」については、「該当する公文書が存在しない」ものです。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の

の
指
定
管
理
者
が
変
わ
り
ま
し
た

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

問
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の
　
☎
48
‐
7
6
5
0



「人権の花」苗等贈呈式

父の日花束贈呈

日頃の感謝を込めて

思いやりの気持ちを育んで

5

29

　上江小中学校で「人権の花」運動として苗と
看板の贈呈式が行われました。これは、花づく
りを通して、命の大切さや思いやりの精神を身
につけてもらおうと、市総務課人権啓発室、宮
崎地方法務局都城支局、都城人権擁護委員協議
会の共催で行われたものです。
　児童生徒を代表して、同中 3 年の庄村直也
さんと同小 6 年の野間さくらさんが苗等を受
け取りました。

6

2
　えびの市地域婦人連絡
協議会の代表 7 人が、6
月 21 日の父の日に合わ
せて、市長と教育長に花
束を贈呈しました。
　これは、同協議会が市
長と教育長をえびの市の
お父さんと見立て、昭和
49 年から行っているも
のです。
　同協議会会長の上原聖
さんは「市民のお父さん
である市長と教育長に日
頃の感謝を込めて花束を
贈りました。これからも
頑張ってください」と話
していました。

　
「
沖
縄
の
音
楽
を
知
っ
て
、
海
沿
い
に
い

る
よ
う
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
る
中
園
よ
り
子
さ
ん
で
す
。

　

中
園
さ
ん
は
、
自
治
会
で
行
っ
て
い
る
支

え
合
い
事
業
や
施
設
な
ど
で
沖
縄
三
線
を
演

奏
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
10
年
以
上
続

け
て
い
ま
す
。「
10
年
ほ
ど
沖
縄
県
に
住
ん

で
い
た
時
に
、
三
線
を
弾
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
沖
縄
に
い
る
親
戚
な
ど
か
ら
教
え
て

も
ら
い
、
宮
崎
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
独
学

で
練
習
し
ま
し
た
」

　

小
林
や
鹿
児
島
県
湧
水
町
な
ど
で
も
活
動

し
て
い
る
中
園
さ
ん
。「
三
線
の
他
に
も
、

エ
イ
サ
ー
の
太
鼓
な
ど
を
用
意
し
て
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
約
50
曲
の
中
か
ら
、
会
場
の
雰
囲
気
に

合
わ
せ
て
10
曲
ほ
ど
選
択
し
、
一
緒
に
歌
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自
分
が
活
動
を
続
け
る

こ
と
で
、
沖
縄
三
線
を
や
っ
て
み
よ
う
か
な

と
い
う
人
が
出
て
く
る
と
嬉
し
い
で
す
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
三
線
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
文

化
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
区
の
お
祭

り
、敬
老
会
な
ど
で
も
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
き
は
、『
沖
縄
三
線
ゆ

い
ま
ー
る
』
と
し
て
、
協
力
し
て
く
れ
る
人

と
一
緒
に
沖
縄
楽
器
の
演
奏
や
歌
の
披
露
を

し
て
い
ま
す
。『
ゆ
い
ま
ー
る
』
と
は
沖
縄

の
方
言
で
、『
助
け
合
う
』と
い
う
意
味
で
す
」

　
「
三
線
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
聞
い
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
っ

て
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
し
た
。

中園 より子さん

沖
縄
の
音
楽
を
知
っ
て

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

自衛官募集相談員委嘱状交付式

自衛官確保に協力

5

28

　市役所で「自衛官募集相談員委嘱状交付式」
が行われました。同相談員は、市長と自衛隊宮
崎地方協力本部長の連名により委嘱され、自衛
官志願者に関する情報の提供や自衛隊地方協力
本部が行う募集のための広報活動に関する援
助・協力を行います。
　委嘱を受けたのは、木下信義さん、園田軍志
さん、松葉一弘さんの 3 人で、任期は 2 年間
です。
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予
防
は
「
手
洗
い
」「
食
事
・
睡
眠
」「
運
動
」
で
！

え
び
の
高
原
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す

いきいき！健康男女共同参画地域おこし活動■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

駐 車 場での事 故に注 意！

避 難 訓 練 等の受け入れを再 開します

H e a l t h y  L i f eG e n d e r  E q u a l i t yC o m m u n i t y  B u i l d i n g

5月の交通事故
発生状況

人　身	 1件
物　件	 22件

本年累計	 6件
本年累計	 127件

5月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 5件
救　急	 68件

本年累計	 14件
本年累計	 349件

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な

い
よ
う
に
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
。免
疫
力
は
、
食
事
、
十
分
な
睡
眠
、

体
温
を
上
げ
る
運
動
で
、
維
持
・
向

上
が
可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

免
疫
力
を
上
げ
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
ま
し
ょ

う
。

◯
手
洗
い
の
ポ
イ
ン
ト

・
基
本
は
流
水
と
せ
っ
け
ん
に
よ
る

手
洗
い
で
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
す

・
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒

す
る
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
70
％
程

眠
に
つ
な
が
る
）

・
い
つ
も
決
ま
っ
た
時
間
に
朝
食
を

と
る
な
ど
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
食
事
と

生
活
を
心
掛
け
る

◯
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

・
人
混
み
を
避
け
て
散
歩
す
る

・
1
週
間
単
位
で
、
1
日
の
平
均
歩

数
8
0
0
0
歩
以
上
を
目
指
す

・
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
ひ
ざ
伸
ば
し
、
も

も
上
げ
な
ど
の
筋
ト
レ
を
週
に
3
日
、

1
回
に
つ
き
2
か
ら
3
種
目
行
う

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

藤
嶋
栄
養
士

度
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
）

◯
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

・
腸
内
環
境
を
整
え
る
の
に
効
果
の

あ
る
発
酵
食
品
や
食
物
繊
維
を
意
識

し
て
と
る
（
免
疫
細
胞
の
約
7
割
が

腸
内
に
あ
る
）

・「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」
の
そ
ろ
っ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
る

◯
快
適
な
睡
眠
の
ポ
イ
ン
ト

・
睡
眠
時
間
よ
り
も
ど
れ
だ
け
熟
睡

で
き
た
か
の
「
眠
り
の
質
」
が
重
要

・
毎
日
同
じ
時
刻
に
起
床
す
る
よ
う

に
心
掛
け
る
（
早
起
き
が
早
寝
や
快

婦
が
本
音
で
話
せ
る
魔
法
の
シ
ー

ト
『
○
○
作
戦
会
議
』」
を
活
用
し
て
、

お
互
い
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え
、
家

事
や
育
児
を
ど
の
よ
う
に
シ
ェ
ア
し
、

お
互
い
支
え
合
う
の
が
良
い
か
、
こ

れ
か
ら
の
2
人
の
こ
と
や
家
族
の
こ

と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
ん
な

時
こ
そ
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

・
内
閣
府 

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.gender.go.jp/

　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

6
月
23
日
か
ら
29
日
は
、
内
閣
府

が
主
唱
す
る「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。市
で
は
、「
男
だ
か
ら
女
だ
か

ら
」
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し

つ
つ
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
個
性

と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
外
出
自
粛
や
休
業
が
行
わ
れ

る
な
か
、
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
D
V
）

被
害
や
児
童
虐
待
の
深
刻
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
校
や
在

宅
勤
務
に
伴
い
、
女
性
の
家
事
や
育

児
な
ど
の
負
担
が
増
え
、
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

家
族
が
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
夫
婦
の
協
力
体
制
が
と
て

も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
日
々
の
生

活
に
追
わ
れ
、
ゆ
っ
く
り
話
す
機
会

が
持
て
な
い
と
い
う
の
が
現
実
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、内
閣
府
が
作
成
し
た「
夫

　

4
月
1
日
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
着
任
し
、
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原

の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。埼
玉
県
川
口
市

出
身
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

長
野
県
や
東
京
都
で
生
活
を
し
て

き
ま
し
た
。東
京
都
渋
谷
区
に
12
年

間
住
み
、
3
年
前
に
宮
崎
県
三
股
町

へ
移
住
を
し
ま
し
た
。三
股
町
で
は
、

長
田
地
区
と
い
う
過
疎
高
齢
化
が
進

ん
だ
集
落
の
活
性
化
に
携
わ
り
、
地

域
限
定
の
観
光
冊
子
作
成
や
小
規
模

小
学
校
で
の
お
笑
い
芸
人
の
ラ
イ
ブ
、

プ
ロ
の
音
楽
家
演
奏
会
、
長
田
峡
を

使
っ
た
史
上
初
の
ボ
ー
ト
大
会
、
長

田
峡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
開
催
し
ま
し

た
。集
落
の
公
民
館
を
使
っ
て
開
催

し
た
長
田
写
真
展
に
は
、
河
野
宮
崎

県
知
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
き
ま
し

た
。

　

4
月
か
ら
は
、
え
び
の
高
原
の
活

性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
を
含
む
足
湯

の
駅
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
連
日
活
動
し
て
い
ま
す
。世
界
中

が
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
経
済
活
動
が

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
中
、
観
光
業

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
う
い
う
状
況
で
あ
る

か
ら
こ
そ
地
域
の
宝
で
あ
る
観
光
資

源
の
存
在
感
は
増
す
ば
か
り
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。え
び
の
高
原
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
今
後
ま
す
ま
す

都
市
部
や
世
界
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
、

今
ま
で
培
っ
た
経
験
と
つ
な
が
り
を

駆
使
し
、
え
び
の
高
原
が
市
に
と
っ

て
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
今
ま
で

以
上
に
光
り
輝
く
た
め
、
全
力
で
み

ん
な
が
楽
し
め
る
場
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
：
笠
島 

一
郎
隊
員

6
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

　 交 通 事 故 は、道 路 だ けで はありません。
　えび の 警 察 署 管 内で の 交 通 事 故 は、意 外 にも
約 2 5 ％ が 駐 車 場 内で 起きています。
　 駐 車 場 内 で 後 退 する際 は、次 のことを 意 識し
ましょう。
・ちゃんと目視で 確 認していますか
・ミラーだ けで 確 認していませんか
・後ろに車 が せまっているかもしれません
　 慌てず、油 断 せ ず、道 路 だ けで なく、駐 車 場 内
でも安 全 運 転を心 掛 けるようにお 願 いします。

　 避 難 訓 練・救 急 法・署 見 学 の 受 け 入 れ を 条 件
付きで再 開しました。※ 状 況に応じて中 止する可
能 性 があります。

【 留 意 事 項 】① 検 温、マスクや 消 毒 液 の 準 備、②
1 人 当 たり4 ㎡ 以 上 の 講 習 ス ペ ース を 確 保し 換
気、③ 受 講 者 名 簿 を 提 出（ 検 温 結 果 を 記 録 ）、④
風 邪 症 状 のある人を参 加させ な い、⑤ 資 機 材 等
の共 用はできるだけ避け、共 用する場 合は、消 毒
等 を 徹 底、⑥ 実 施 時 間 は 準 備・片 付 けを 含 め て
2 時 間 以内、⑦ 救 急 法 は、3 0 人 以下で 受 講し、人
工 呼 吸 の 実 技を実 施しな い
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
２
年
か
ら
平
成
6
年
ま
で
の
広

報
紙
の
記
事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

白
鳥
森
林
公
園
オ
ー
プ
ン

　

温
泉
や
森
林
浴
が
楽
し
め
る
市
の
新
し
い
観
光

施
設
、
白
鳥
森
林
公
園
が
完
成
し
、
5
月
1
日
、
落

成
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
落
成
式
で
は
、
松
形
市
長

や
中
地
副
知
事
ら
が
総
合
案
内
施
設
の
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
白
鳥
森
林
公
園
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
3
年
5
月
号
掲
載
）

池
島
大
橋
が
開
通

　

川
内
川
で
分
断
さ
れ
て
い
た
池
島
地
区
と
大
明

司
地
区
を
結
ぶ
「
池
島
大
橋
」
が
完
成
し
、
12
月

15
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
、
池
島
区
民
の
兵

児
踊
り
や
上
江
小
児
童
に
よ
る
和
太
鼓
踊
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
待
望
久
し
か
っ
た
橋
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
6
年
1
月
号
掲
載
）

第
一
回
市
民
球
技
大
会

　

10
月
10
日
の
体
育
の
日
、市
内
三
会
場
で

第
一
回
市
民
球
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
体
育
の
日
の
意
義
を
理
解
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
市
民
の
健
康
増
進
と
、

体
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
始
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
10
月
号
掲
載
）

広報紙で
振り返るえびの市50年のあゆみ

お す す め の 一 冊

おづまりこの
ゆるっとたのしいおうち飲み

おづまりこ 著
（永岡書店）

ダンゴムシがやってきた！
くすのきしげのり 作
ゆーちみえこ 絵

（アリス館）

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（7月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 3日（金）、
17日（金） 14：05〜14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張所 8日（水）、
29日（水） 14：05〜15：15

麓橋団地→太平職員宿舎→自衛隊
官舎

10日（金）、
31日（金） 14：50〜16：30

市立病院→さくら苑 1日（水）、
15日（水） 14：05〜15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館
→老人福祉センター

2日（木）、
16日（木） 14：05〜16：30

岡元小学校 1日（水）、
16日（木） 13：15～13：40

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

過
ぎ
行
き
は
惑
へ
る
こ
と
の
多
け
れ
ど

明
日
を
生
き
む
と
ま
た
思
ふ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
五
月
若
葉
が
梅
雨
に
め
れ
濃
緑
に
か
わ
り
、
ザ
ク
ロ
の
花
が
点
点
と
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間
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会
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困
惑
な
ど

意
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■七夕に願い事を
七夕かざりをします。短冊にお願いごとをしてくだ
さい。
●期間＝7月4日（土）～ 8月10日（月）

■夏休み子ども読書手帳配布
自分が読んだ本を記録することができる読書手帳を
配布します。
●期間＝7月4日（土）～
※限定30冊で、なくなり次第終了します。

■図書館を使った調べる学習コンクール
　＜調べる学習おたすけ講座＞
自由研究にも役立ちます。ぜひ、ご参加ください。
●日時＝7月26日（日）午前10時～正午
●場所＝図書館　児童コーナー
●参加費＝無料
※申し込みが必要です。
※場所、日程が変更になる場合があります。
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は電話でお申し込みください。
【申込期限】7月9日（木）

■SUP体験
　ボードの上に立ち、パドルをこいで水面を進んでいく
新感覚のアクティビティを体験してみませんか。

【開催日】7月23日（木）、24日（金）
【時間】両日とも4回実施 ※各回90分

①午前9時～ ②午前11時30分～ ③午後1時～ ④午後2時
30分～

【活動場所】川内川
【集合場所】アウトドアステーションえびの
【対象】小学校4年生以上
【定員】各時間5人
【参加費】3,000円 ※保険代含む（1ドリンク付き）
【準備する物】着替え、ウォーターシューズ（持っている

人）
【申込方法】アウトドアステーションえびのに直接、また

は電話でお申し込みください。
【申込期限】7月20日（月）

■自然で遊ぶプレーパーク
　飯野高校生が、子どもたちが想像力で自分から遊びを
作り出すことができる空間を提供します。

【開催日】7月25日（土）
【時間】午前9時～午後4時
【場所】アウトドアステーションえびの
【対象】2歳～小学校4年生
【参加費】無料
【準備する物】汚れても良い服、飲み物、着替え、タオル
【その他】予約は不要です。

申・問アウトドアステーションえびの
☎48-7650

「キッズイングリッシュスクール」
参加者募集

　市国際交流センターでは、「キッズイングリッシュス
クール」を開催します。楽しみながら、英単語や会話を
学んでみませんか。

【開催日】7月6日（月）、9日（木）、13日（月）、16日（木）
【時間】午後6時～午後7時

【場所】市国際交流センター
【対象】小学校1年生～ 3年生
【定員】25人程度
【講師】ジェフリー・マーク・ポール氏（オーストラリア

出身、西諸地区在住10年目）
【内容】体を動かしながら生活に身近な英単語や会話を

楽しんで学ぶ講座
【参加費】1,000円（全4回分）
【申込期限】6月29日（月）
【申込方法】市国際交流センターに電話でお申し込みく

ださい。
申・問市国際交流センター
☎35-3211

切れた電線にご注意ください

　台風時の強風や飛来物、倒木などで電線が切断されて
いる場合があります。切れた電線には、電気が流れている
可能性があり、触ると感電する恐れがあります。
　万が一、切れた電線を発見した場合は、決して近づかず
に、最寄りの九州電力送配電株式会社にご連絡ください。
問九州電力送配電株式会社 都城配電事業所
☎0120-986-963

あなたの大切な自筆証書遺言書を
法務局が守ります

　法務局では、新たに自筆証書遺言書を保管する制度が
設けられ、7月10日から開始されます。遺言書を法務局に
預けることで、紛失や改ざんの防止、裁判所での検認が不
要となるなどのメリットがあります。遺言書の保管申請等は
事前予約制です。遺言書や申請書は、あらかじめ作成の上、
遺言者本人が法務局に申請してください。

【手数料】1件につき3,900円
　詳しくは、法務省ホームページ（ http://www.moj.go.jp/
MINJI/minji03_00051.html）をご確認ください。
問宮崎地方法務局 都城支局 総務課
☎0986-22-0490

治山施設の点検を実施します

　宮崎県が所管する治山ダムや山腹工などの治山施設の
適正管理のため、施設の老朽化等の状況点検を行います。
そのため、調査員が私有地に立ち入ることがあります。また、
立ち入りや調査のために最小限の範囲で、支障となる草木
を伐採することがあります。ご理解とご協力をお願いしま
す。

【調査期間】6月～ 12月
【点検請負業者】近代技研株式会社

※点検を行う調査員は、腕章と車にステッカーをつけて
います。
問宮崎県西諸県農林振興局 林務課
☎23-4725

令和2年度宮崎県防災士養成研修

　宮崎県では、地域での防災活動の中核となる防災士の
養成研修を行っています。

【内容】基礎コース受講→課題レポート作成・提出→専門
コース受講→防災士資格取得試験
※防災士の資格を取得するためには、別途、救急救命講
習の修了証が必要です。

【対象】宮崎県内に在住または在勤し、すべての講座に出
席することが可能で、防災に関わっている人や今後地域
の防災活動に貢献する意志または意欲のある人

【基礎コース開催日】8月23日（日）
【受講料】無料
【場所】市文化センター　大研修室
【申込期限】講習実施日の10日前
【申込方法】申込用紙を市基地・防災対策課に直接、また

はファクスで提出してください。また、主催のNPO法人
宮崎県防災士ネットワークへ直接申し込むことも可能で
す。※申込用紙は、市ホームページでダウンロードして
ください。
※上記開催日・場所以外での研修も設定されています。
詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/ ）を確認するか、市基地・防災対策課にお問い合わ

せください。
【その他】
・防災士資格取得試験を受ける人は、受講料3,000円が必
要です。

・資格試験合格後、NPO法人日本防災士機構への認証登
録手続きの登録料5,000円が必要です。
※市では、市内在住者に対して、資格取得試験の受講料
と認証登録料の助成を行っています。詳しくは、市基地・
防災対策課にお問い合わせください。
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）/FAX 35-0401
問宮崎県危機管理局 危機管理課
☎0985-26-7066
申・問NPO法人宮崎県防災士ネットワーク
☎0985-55-0447/FAX 0985-55-0467

「えびので楽しむアウトドア・アクティ
ビティ体験」に参加しませんか

　アウトドアステーションえびのでは、えびの市で楽し
めるアウトドア・アクティビティの体験イベントを開催
します。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、イベントを
中止とする可能性があります。中止の場合は、申込者に
直接連絡します。
■サイクリング体験（ガイド付き）
　えびのの景色を楽しみながらゆっくりサイクリングし
ませんか。コースは初心者向けです。

【開催日】7月12日（日）
【時間】①午前10時～ ②午後2時～ ※各回90分
【活動場所】川内川周辺 
【集合場所】アウトドアステーションえびの
【対象】中学生以上
【定員】各時間5人
【参加費】電動アシスト付きマウンテンバイクレンタル

代1,500円、クロスバイクレンタル代1,000円
※保険代含む（1ドリンク付き）

【準備する物】動きやすい服装、スニーカー、手荷物入れ
（リュック、ウエストポーチなど）
【申込方法】アウトドアステーションえびのに直接、また
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は別に定める認証マークの使用ができます。また、認証品
は、えびのブランドとして市ホームページ（ https://www.
city.ebino.lg.jp/ ）等で広く周知します。

【申請方法】所定様式に記入し、市観光商工課商工係に直
接、または郵送（7月17日まで必着）で提出してください。
※申請様式は、市ホームページからダウンロードするか、市
観光商工課商工係で取得できます。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

建設産業技術者等の資格取得を支
援します

　市では、建設産業従事者の資格取得に取り組む市内の
建設業者等を支援するため、資格取得のための経費を補
助します。これは、市の社会インフラ整備補修に携わる技
術者等の技術力の向上と担い手育成を図ることを目的に
行うものです。補助金申請を希望する事業主は、次のとお
り申請をお願いします。

【対象者】
（ 1）市内に本店がある建設業者（建設業許可を有する）お

よび建設関係業者（国・県の登録を有する者）
（2）（1）に所属する常勤の事業主、役員および従業員
（3）（2）のうち令和2年3月31日時点で満40歳以上の人
［※満40歳未満の人］公益財団法人宮崎県建設技術推進

機構が実施している「宮崎県建設産業若年技術者等資格
取得支援事業」の活用が優先となります。ただし、予算等
の関係で当該事業の受け付けが締め切られていたため申
請できなかった人は対象となります。

【対象となる経費】資格を取得するために補助対象者（事業
主）が負担する受験料等の経費

【対象期間】
（1）4月1日から令和3年2月末日までに受験した資格試験の

受験手数料または同期間内に修了した登録基幹技能者の
講習受講料（合否は不問）

（ 2）平成30年4月1日から令和3年2月末日までに受講した
講座受講料

【補 助 額】補 助 金 対 象額の2分 の1以 内（ 1人 当たり上 限
25,000円）

【対象者の限度】1事業者当たり1人（女性を含む場合は2人

まで申請可）
【受付期間】7月1日（水）～ 1月29日（金）※土・日、祝日を除

く
【受付時間】午前9時～午前11時、午後1時～午後4時
【申請方法】申請書類を市財政課入札・契約係に直接提出

してください。
※詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/ ）を確認するか、市財政課入札・契約係にお問い合わ
せください。
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

令和2年度議会報告会を中止します

　市議会では、7月30日と31日に令和2年度議会報告会
を開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、中止することとなりました。
　今後の予定については、状況を見ながら検討します。ご
理解をよろしくお願いします。
問市議会事務局 議事運営係
☎35-3718（直通）

堆肥散布後は適切な処置をお願い
します

　これから水稲や飼料、園芸作物の作付け準備のため、
堆肥を散布する機会が多くなりますが、散布後の悪臭や
公道走行時の落下などの苦情が多く寄せられています。
散布後は直ちに耕運するようお願いします。また、公道
に落下した場合は、ほうき等で清掃するなどの対策をお
願いします。
　まもなく、梅雨期を迎えますが、畜舎や堆肥舎への雨
水の吹き込みによる汚水流出や悪臭の発生などないよう、
環境対策もお願いします。
問市畜産農政課 畜産振興室
☎35-3744（課直通）

スマート農業推進事業の説明会と要
望調査を行います

　市では、ロボット技術やICTを活用して、超省力・高品
質生産を実現する新たな農業（スマート農業）を促進す
るため、事業費の補助を行っています。今回、事業説明
会と要望調査を実施します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】7月17日（金）
【時間】［午前の部］午前10時～［午後の部］午後1時～
【場所】市役所本庁　1-1会議室（ ATM横）
【対象者】認定農業者または認定新規就農者（認定見込み

者含む）、農業者団体（構成員の過半数が認定農業者また
は認定新規就農者）

【補助対象事業】市内においてロボット技術、AI、IoT等の
先端技術を活用した先駆的な取り組みであり、次のうち2
つ以上の目標達成に必要な機械等

（1）農業経営規模の1割以上の拡大
（2）農業所得の1割以上の拡大
（3）生産性の1割以上の向上
（4）経営コストの1割以上の削減
（5）農作業時間の1割以上の削減

※事業費（消費税抜き）が50万円以上のものが対象
【持参する物】

・「補助対象事業」内の目標設定（1）から（5）で該当する項
目の現状値が確認できる資料
・見積書
・申告書（個人事業者の場合は、令和元年分確定申告書お
よび収支内訳書の写し、法人格の場合は、決算報告書の
写し）
・導入を希望する機械等のパンフレット

【補助額】事業費（消費税抜き）の2分の1または150万円の
うち低い額 ※予算枠を超える要望があった場合は、先駆
性、導入効果等により対象者を選定します。
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）

えびのブランド第7回認証申請の受
け付けを行います

　市では、市内の優れた特産品等を「えびのブランド」とし

て認証することにより、商品の付加価値を高め、消費者等
に地域イメージを高めることで、優良産品の販路拡大や地
域産業の振興を図ります。

【受付期間】6月22日（月）～ 7月17日（金）
【申請できる事業者（個人を含む。）の主な要件】
（1）市内に本店または事業所等を有していること
（2）加工食品、民工芸品の生産・加工・製造のいずれかを行

い、かつ、自社商品として販売していること
【対象産品】次の表に掲げる基準を満たす産品とします。今

回は、「加工食品」と「民芸品・工芸品（民工芸品）」を対象と
します。今後、農産物等も含めて認証対象を拡大していくこ
とを検討します。

加
工
食
品

魅力向上
えびの市の魅力を市内外に広く発信し、販路
拡大に意欲的であり、本市の魅力向上への貢
献が期待できること

産地

次のいずれかに該当していること
・市内で生産、製造、加工のいずれかをして
いるもの

・市内の原材料（調味料は除く。）を使用して
いるもの

信頼性

・法令等に違反していないこと
・賞味期限または消費期限等必要な事項が適
切に表示されていること

・外観、味、価格、品質ともに安全で安心し
て消費者が消費できること

安定供給
品質および数量の面において、安定供給が見
込めること。ただし、期間限定および数量限
定で供給可能なものはこの限りではない

民
工
芸
品
（
民
芸
品
・
工
芸
品
）

魅力向上
えびの市の魅力を市内外に広く発信し、販路
拡大に意欲的であり、本市の魅力向上への貢
献が期待できること

産地

次のいずれかに該当していること
・市内で生産、製造、加工のいずれかをして
いるもの

・主な素材について市内の原材料を使用して
いるもの

信頼性

・法令等に違反していないこと
・外観、価格、品質ともに安全で安心して消
費者が使用できること

・気候、風土、伝統を生かした原材料や技法
を取り入れ、技術の蓄積と商品化の創意工夫
がみられること

安定供給
品質および数量の面において、安定供給が見
込めること。ただし、期間限定および数量限
定で供給可能なものはこの限りではない

【認証品、認証事業者の取り扱い】
　認証を受けた事業者には認証書を交付し、認証期間中
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今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

17,794人 （前月比 -30人）
男性／8,436人（-23人） 　女性／9,358人（-7人）
転入／23人  転出／25人  出生／6人  死亡／34人

8,304世帯 （前月比 -27世帯）

初 めての広 報 紙 づくりで、慣れ ないソフトに悪 戦 苦 闘し
ています。今 後 も読 みやす い 広 報 紙 の 作 成 を目指し

て頑 張ります。（ 長 友 ）

新 しい 生 活 様 式 を実 践し ながら、少しずつ 地 域 で の 活
動 等が 再 開されているようです。マスク着用・消 毒 徹

底 で 取 材に伺 います！（ 久保 田 ）

個人市県民税 第1期
介護保険料 第2期

6月30日（火）までに納めましょう。
（令和2年6月1日現在）

えび の 高 原つ つじヶ丘 のミヤ
マキリシマ

重度心身障害者医療費助成制度が
8月診療分から変わります

　市では、重度の障がいのある人が病院で診察を受けた
場合など、医療費の自己負担分（保険診療外費用・高額療
養費・付加給付を除く。）に対し、助成を行っています。
　受給対象者の負担を軽減するために、8月診療分から
宮崎県内の医療機関での外来受診の助成方法が変わりま
す。これまでは、医療機関の窓口で保健医療の自己負担
分を支払ってもらい、市福祉課に申請をしてもらってい
ました。8月診療分からは、医療機関の窓口で一定の一
部負担金を支払ってもらい、市福祉課への申請は不要と
なります。
　対象となる障がいの等級は、以下のとおりです。

【対象となる障がいの等級】
（1）身体障害者手帳1級または2級
（2）療育手帳A
（3）身体障害者手帳が3級でかつ療育手帳B－1

※本人または扶養義務者の所得が一定額を超える場合は、
対象となりません。
※所得は、毎年申告の結果で更新されます。これまで該
当しなかった人も更新後は該当する場合があります。

【助成額】
［入院］1カ月にかかった医療費のうち1,000円を超えた

額
［外来］診療報酬明細書の区分毎に500円を超えた額
［調剤］全額助成
【助成方法】
（1）県内医療機関
［入院］自己負担上限額（ 1,000円）を病院窓口で支払っ

てください。
［外来］診療報酬明細書の区分毎に500円（ 500円を超え

ない場合はその金額）を病院窓口で支払ってください。

（2）（1）以外の場合（主に県外の医療機関を受診）
1カ月にかかった医療費が分かる領収書等と申請書を、
市福祉課福祉係に提出してください。申請月の翌月末に
指定された口座に振り込みます。
※申請書は、市福祉課・飯野出張所・真幸出張所にありま
す。市ホームページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）か
らもダウンロードできます。
問市福祉課 福祉係
☎35-1115（直通）

重度障がい者等に手当を支給しま
す

　市では、重度の障がいがあるため、日常的に特別な介
護が必要で、支給要件を満たす人に、特別障害者手当ま
たは、障害児福祉手当を支給しています。
　申請には、指定の診断書などが必要です。手当の認定
には、障がいの程度や所得要件の審査があり、該当にな
らない場合があります。
　詳しくは、市福祉課福祉係にお問い合わせください。
■特別障害者手当

【対象者】在宅の20歳以上で、次の（ 1）から（ 7）に該当
する障がいが2つ以上あるか、それと同程度以上の障が
いがある人

（1）両眼の視力の和が、0.04以下
（2）両耳の聴力レベルが100デシベル以上
（ 3）両上肢の著しい機能障がいか、両上肢のすべての指

を欠くか、両上肢のすべての指に著しい機能障がい
（ 4）両下肢の著しい機能障がいか、両下肢を足関節以上

で欠く
（ 5）座っていることができない程度か、立ち上がること

ができない程度の体幹機能障がい

（6）（1）から（5）のほか、身体機能の障がいか、長期にわ
たる安静が必要な症状が（ 1）から（ 5）と同程度以上と
認められる状態であり、日常生活の用事を行うことが著
しく困難な状態にある

（ 7）精神の障がい（知的障がいを含む）で、（ 1）から（ 6）
と同程度以上と認められる
※施設に入所した場合や、病院などに継続して3カ月以
上入院している場合は、支給されません。
※本人か扶養義務者の所得が、一定の額を超える場合は
支給されません。

【手当額】月額27,350円（令和2年4月現在の金額）
【支給月】8月・11月・2月・5月に、支給月前の3カ月分を指

定された口座に振り込みます。
■障害児福祉手当

【対象者】在宅の20歳未満で、次の（ 1）から（ 10）に該当
する障がいがある人

（1）両眼の視力の和が0.02以下
（ 2）両耳の聴力が、補聴器を使用しても音声を識別する

ことができない
（3）両上肢の著しい機能障がい
（4）両上肢のすべての指を欠く
（5）両下肢が全く動かない
（6）両大腿を2分の1以上失っている
（7）座っていることができない程度の体幹機能障がい
（8）（1）から（7）のほか、身体機能の障がいか、長期の安

静が必要な病状が（ 1）から（ 7）と同程度以上と認めら
れる状態で、日常生活の用事を行うことが著しく困難な
状態にある

（ 9）精神の障がい（知的障がいを含む）で、（ 1）から（ 8）
と同程度以上と認められる

（ 10）身体機能の障がいか病状、精神の障がいが重複す
る場合で、その状態が（1）から（9）と同程度以上と認め
られる

※施設に入所した場合は、支給されません。
※本人か扶養義務者の所得が一定の額を超える場合や障
がいを理由とする年金を受給している場合は、支給され
ません。

【手当額】月額14,880円（令和2年4月現在の金額）
【支給月】8月・11月・2月・5月に、支給月前の3カ月分を指

定された口座に振り込みます。
申・問市福祉課 福祉係
☎35-1115（直通）

夏休み子ども火山スクール2020を開
催します

　霧島ジオパーク推進連絡協議会では、「夏休み子ども
火山スクール2020」を開催します。火山や土石流が発生
する仕組みを炭酸飲料やお菓子を使って学習しませんか。

【開催日】8月8日（土）
【時間】午前9時30分～午後3時
【場所】ひなもり台県民ふれあいの森（小林市）
【募集人員】30人
【対象】小学校4年生～中学校3年生
【参加料】500円
【準備する物】昼食、飲み物、帽子、野外活動に適した服装、

雨具、筆記用具
【講師】井村 隆介氏（鹿児島大学准教授）
【申込期間】6月23日（火）～ 7月22日（水）
【申込方法】霧島ジオパーク推進連絡協議会に電話、また

は電子メール、ファクスでお申し込みください。
申・問霧島ジオパーク推進連絡協議会
☎0995-64-0936/FAX 0995-64-0958
Eメール kiri-giopark@po.mct.ne.jp
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ミヤマクワガタ

夏
を
代
表
す
る
生
き
物
と
言
え
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ク
ワ

ガ
タ
ム
シ
。
特
に
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
は

大
型
で
、
時
に
7
㎝
を
超
す
大
物
が
い

ま
す
。
頭
や
あ
ご
が
大
き
く
発
達
し
迫

力
が
あ
り
、
さ
ら
に
成
虫
に
な
っ
た
ば

か
り
の
と
き
は
金
色
の
短
い
毛
に
お
お

わ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

他
の
代
表
的
な
ク
ワ
ガ
タ
と
異
な
り

暑
さ
や
乾
燥
に
弱
く
、
主
に
標
高
の
高

い
山
中
に
生
息
す
る
こ
と
が「
深
山（
ミ

ヤ
マ
）」の
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
え
び
の
高
原
で
は
、
7
月
の
初

め
か
ら
中
旬
に
最
も
活
発
に
活
動
し
ま

す
。
夜
間
に
街
灯
に
飛
来
す
る
ほ
か
、

昼
間
も
樹
液
に
集
ま
っ
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
樹
液
酒
場
で
は
最
も
良
い

位
置
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
体
が
大
き
く
力
も
強
い
た
め
他
の

昆
虫
た
ち
は
か
な
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、
市
内
も
記
録
的
な
暑
さ
に
見

舞
わ
れ
ま
す
が
、
標
高
1
2
0
0
ｍ
の

え
び
の
高
原
は
平
地
と
比
べ
気
温
が
6

か
ら
7
度
ほ
ど
低
い
た
め
、
夏
も
涼
し

く
快
適
で
す
。
避
暑
に
、
そ
し
て
夏
の

風
物
詩
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
に
会
い
に
ど

う
ぞ
え
び
の
高
原
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：ミヤマクワガタ（オス）（撮影：令和元年7月27日）

ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus 甲虫目 クワガタムシ科

避
暑
地
の
ク
ワ
ガ
タ
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